
遠く丹沢山塊が

八王子長房団地 

・火をつけて炭出しまで約三日、ミカン箱で十個程

度できた。炭焼きの煙で苦情があったので、冬季だ

け三年間焼き、炭は家の囲炉裏に使いました。 

1985.11 

イヤ  イヤヨ!!ここに決めた 

1996.09 

・右側の赤松林を購入 

屯田兵の覚悟ここに有り 

1996.12 

・開墾は木の根の焼却に苦労

し約三年間続いた。その間に

少しづつ畑を作り小屋作り。 

拾った石

で石垣を 

1997.08 

1998.03 

石垣にイチゴを移植 

仮小屋にテント。開墾し畑作り、野菜も出来始めた 

・冬季は－8度ぐらになるのでキャンプは無理でし

た。土曜･日曜と日帰りでしたが、意外と疲れは残り

ませんでした。「人生は楽しく｣ですかネ 

1999.09 
← 長 茄 子

ダヨ、皮が

柔らかく美

味しい。野

菜の収穫は

根の周りを掘って、機

械を付けて人力で倒す。

「カカはチカレター」 

→ 

赤松を伐採、根が太いので 

ワイヤーOK 

ヨイショ ヨイショ 

1999.03 

1998.10 

ナナミちゃんの農事通信 
山梨県北杜市明野町で「雨と風と太陽と」 

「土と人情」に囲まれた。ナナミ 

おばさんの「私、土の子」奮闘記 

1 小暑・七夕は、 11 
 

「お願いダイヤモンド

にして」ェー 

1 夫婦の生甲斐作り

は? 

甲斐でセカンドス

テージ!! 

1 

2 開墾は夫婦で 

「四倍力」 

1 

3 夏野菜の花々!! 

「知っていました」?? 

2 

4 お味は「どお」? 

「どおなのヨ」!! 

2 

5 人情四方山話 

「おばさんていい人｣･

か 

2 
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 農事通信の番外編ですが、「夫婦の生甲

斐作り」をお話します。 

 結婚当初は市民農園で野菜作りと、可愛

いものでした。八王子へ家を建て小さな娘

二人の家族四人で引っ越し、近くの山林を

散歩中にヒョンなことで50坪程の畑を借

り、これが縁と言うか変な方向へ。山林が

売りに出されたため「畑は老後の楽しみに

欲しい」とカカから言われ、根負けして購

入。炭焼き窯を手作り冬だけ三年間夫婦で

炭焼き、野菜作りは今も続いています。 

 定年後の夢は「一山買って炭焼きダー」

と旅行を兼ねて全国を土地探し、日帰り旅

行を含め年間35日の年もありました。 

 土地探しの帰りに明野のヒマワリとリン

ゴ畑を目にして「ここに決めた」とカカが

土地の不動産屋を聞き出し、縁あって約

250坪の赤松林を購入しました。夫婦で松

を伐採・開墾して50坪ばかりを畑に、トト

は好きな小屋作り定年が待ち遠しかった。 
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 「一人仕事で出来ない事も、二人でやれ

ば倍以上」とか、気心の知れた夫婦なら三

倍も四倍も進むということですかネ。ただ

し、夫婦が同じ方向に向いていなかったら

無理だったかも。「次回以降の予告」です 

1.トトの小屋作り、2.また畑買っちゃっ

た、3.日照時間日本一なので新築ダーと 

三回程度で連載します。「退屈ですか?」 

 

ハイライト 
・なぜ山梨に土地を見つ

け?、なぜ畑作業を始めた

のか?、なぜ野菜販売をし

ているのか? 

その辺をお話ししようと写

真や資料をひっくり返す

と、つい「あの頃は若かっ

たナー」「エ・ウソー」な

んて見入って先へ進みませ

ん。 

 40歳代でセカンドス

テージへ向けての資金計

画、50歳代で土地の確

保、60歳前にセカンドラ

イフの始動、トトの60歳

定年にカカも退職して「人

生楽しく」と寄り道しなが

らもヨタヨタと進んできま

した。 

 が、寛一とお宮のように

「ダイヤモンドに目」が眩

まずに・・・「続く」。  

2 開墾は夫婦で「四倍力」  

「お願いダイヤモンドにして」ェー 
1 夫婦の生甲斐作りは?? 甲斐でセカンドステージ!! 



②写真 ①写真 

・上は棚作りのゴーヤ、右は雌花で花の付け

根に小さなゴーヤが付いています。でも雄花

から受粉しないと育ちません。 

雑草と偽アカシアを･･･→刈払機で刈り取る 

 

漬物･サラダ感覚で   茄子やわらか 

インゲンしっかり   

「ナナミちゃんの

ドレッシング」 

酢とめんつゆを好

みの比率で合わ

せ、容器で冷蔵庫

保存。ラー油で中

キュウリの雌花、ゴー

ヤと似ているでしょ。

カボチャもスイカも 

茄子の花、雄しべ雌しべが一緒。上の黄色は

ミニトマトの花で茄子やジャガイモと親戚。

右はミニトマトの一房、20個の実が付いて 

・大豆の花、小さいでしょう。この花が茎に点々と咲くんです。それに

茎は毛が生えているでしょ、害虫が付きにくいようにガードしているの

かな。ナナミちゃんの向かって左が大豆、右が黒豆でチョット低いで

す。黒豆は大豆と兄弟ですが、成育期間は大豆より長いです。 

・インゲンの花、中央は拡大写真ですが、          

可愛いでしょ。一房に3個ぐらい花が咲き、開花した順にサヤ

が出来ます。右の写真はモロッコインゲン。古い葉や病気の葉

を取るのが大変、でも無農薬で栽培するための大事な作業。 

夕顔と南瓜と冬瓜??? 

切り手 

ナナミちゃん 

ムーゥ･･ゥ 

削ぎ手 

乾し手はトト 

････トホホ 

 明野の我が家の前は知人農家の梅林。人手が足りずに放置

され、偽アカシアに占領されました。我が家の庭に種が飛ん

で来るやら見た目が悪いやらで、勝手に草刈と伐採をし偽ア

カシアの木は薪ストーブ用にもらいました。 

 すると後日、梅林のおばさんが「ついでに梅の木も適当に

剪定して、小梅はとっチョシ」 そこで欲張りトトは道路沿

いの小梅を剪定し、ついでに小梅採り。毛虫に刺されカイカ

イ。小梅漬けに夜中まで、二日もかかってグッタリ。梅干作

りはスッパイだったと反省しきりですが、これ販売中の無農

薬・減塩(塩8%と10%が)小梅漬けになりました。 

 梅林がきれいになったと夕顔・南瓜・冬瓜をくれました。

なんで南の瓜はカボチャで夏に出来るトウガンが冬瓜なんだ

ろう?。それはさておき夕顔と言えば干瓢。カンピョウと言

えばトトの大好物。皮むきで薄くカゴで天日干しにと悪戦苦

闘。「おばさん西瓜にして下さい・・こんどは」 

3 夏野菜の花々!! 「知ってました」?? 

5 人情四方山話「おばさんていい人」･･･か 

 このコーナーを登場させて失敗だったかも?、夏野菜の旬

は短く、記事を書くのに大忙し今月三回発行。皆さんから

も、おいしい簡単レシピを教えて。では、冷たいほうがおい

しい「ナナミちゃんの簡単クッキング」!!!? 

 ①写真「ゴーヤの塩コブ和え」簡単すぎて笑っちゃう 

・ゴーヤは縦二つ割に半月の薄切りでサッと湯がき、水気を

絞る。・塩コブをゴーヤと和える。塩コブの分量はお好みで

酢と醤油(又はめんつゆ)で味を調える。又は塩コブの替わり

にジャコをごま油で炒めて使ってもおいしいです。 

 ②写真「茄子とインゲンの生姜和え」晩酌が進みます? 

・茄子は乱切りで素揚げに、インゲンはお好みの硬さに茹

で・生姜のすりおろしと醤油(又はめんつゆ)で和える。 

4 味は「どお」? 「どおなのヨ」!! 
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